
① ⬜  ⬜ 　非弁膜症性心房細動の患者さん 
② ⬜  ⬜ 　脳卒中リスクの高い患者さん 
　　　　＝CHADS2 スコア1点以上 
　　　　　C 心不全/ H 高血圧(治療中も含む)/A 75歳以上 
      　　　D 糖尿病/S 脳卒中・TIAの既往 
③ ⬜  ⬜ 　いずれか1つ以上の○に該当する 
　　　○ 出血歴あり、輸血したことがある 
   　　○ 出血歴あり、Hb3g/dl以上低下したことがある 
　　　○ 出血歴あり、頭蓋内出血であった 
　　　○ 高出血リスクである(下記の△に3つ以上該当する) 
　　　　＝HAS-BLEDスコアが3点以上 
　　　　△H 収縮期血圧 >160mmHg  
     　　 △A 腎障害(Cre＞2.26mg/dl・透析・腎移植) 
    　　  △A 肝障害(正常上限に対しビリルビン2倍・肝酵素3倍) 
　　　　△S 脳卒中(脳梗塞・脳出血) 
　　　　△B 出血歴・貧血・皮下出血・血小板減少(5万程度) 
      　　△L INRコントロール不良 
     　　 △E 高齢＞65歳 
　　　　△D 抗血小板薬・鎮痛薬(NSAIDSs)の使用 
      　　△D アルコール(毎日ビール500ml or 日本酒1合以上)
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カテーテル左心耳閉鎖術適応チェックシート
以下の3つの⬜にチェックが入れば、適応の可能性あります

患者氏名　　　　　　　　　　　.                     　　　　　　　　

はい　いいえ

左心耳閉鎖術なら抗凝固療法を中止して、出血
リスクを抑えながら脳梗塞予防に期待できます

生年月日　　　　　　　　　.                     　　　　　　　　

不整脈外来へ
相談ください


